
【GIGA×指導の工夫・改善】 スプレッドシートを活用した学習状況の的確な把握と指導の工夫

四国中央市立三島東中学校（愛媛県） 【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞

① 家庭科「エコバッグの製作」より
スプレッドシートを活用し、グループ内におけ
る個々の役割や目標、作業の進捗状況を確
認するための表を作成し、全体で共有した。
これにより、個々のやるべきことや学習状況が
リアルタイムで把握でき、適切なタイミングで
教師が声を掛けたり、サポートしたりすること
ができるようになった。また、学習支援ソフトを
活用し、製作手順ごとの説明や動画を配信
することで、生徒は自分のタイミングで何度で
も確認することができるなど、生徒のつまずき
に対する有効な手立てとなった。

② 保健体育科「マット運動」より
誰がどんな技にチャレンジしているのか、また、
技の達成具合はどうであるかといった情報を
把握するために、スプレッドシートを活用した。
これにより、自分が苦手な技のコツをすでに達
成している人に教えてもらったり、教師側から
アプローチをかけたりすることができるように
なった。また、振り返りの場面では、フォームを
活用し、個々の目標や達成度に加え、技に取
り組んでいる動画を提出させることで、教師
側から各個人に対して、次時に向けてのアド
バイスや見通しを示すことができるようになり、
生徒の主体性も高まった。
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